
Instagram

「基本事業」、「病児・病後児保育事業」、「産前・産後サポート事業」のご利用は、事前に会員登録が必要です。ただし、「産前・
産後サポート事業」のご利用は、まず市役所 3 階保健センター内市こども家庭センター（☎65－1111）にご相談ください。
ファミリー・サポート・センターでは、平日午前 9 時 30 分から登録受け付けをしています。登録時に利用方法などの説
明をします。

※詳しくは、ファミリー・サポート・センターへお問い合わせください。

基本事業 保育所の送迎、保護者外出時の預かりなど　曜日や時間、援助内容に合う協力会員が援助を行います。

会員登録出張所

月～金曜日 8：30～ 17：00

2月の会員登録出張所はお休みです

専用施設　キッズケアルーム「えがお」でお預かりします。（看護師常駐）
育児支援・家事支援を行います。※1回につき 2時間まで。月～金曜日 9：00～ 17：00

病児・病後児保育事業
産前・産後サポート事業

休業日  日曜日、祝日　（土曜日は電話受け付けのみ☎58－3352）

ファミリー・サポート・センター

子育てに困っていること、悩んでいることありませんか？子育ての喜びや悩みを分かち合い、一緒に子育てしましょう！
★各支援センター共通 休館日　土・日曜日、祝日 開館時間　8：30 ～ 17：15

ひので子育て支援センター
☎66 ー 0008
弥生子育て支援センター
☎65 ー 8211
東部子育て支援センター
☎52 ー 4612

電話相談 9：00 ～ 16：30
面接相談13：00 ～ 16：30
訪問相談13：00～15：30（要予約）
臨床心理士の個別相談（要予約）

なかよしひろば、年齢に合わせて、 わくわくベ
ビー、キッズ、チャイルド、フレンズ、マタニ
ティーを行っています。
※「わくわくだより」・ホームページを通して
情報と日程をお知らせしています。

相談日　月～金曜日 行　　事

※詳しくは、各子育て支援センターにお問い合わせください。

“みんなで子育て”応援します！子育て支援センター

利用会員 と 協力会員 が   助け合う組織 です

児童館だより 2月1日～3月10日

※お話しタイムをさくら・大藤・栄南は「月曜日」、白鳥・東部は「木曜日」、弥生は「土曜日」に行います。
※定員がある行事で、市外の方が参加を希望される場合は、各児童館にお問い合わせください。
※★マークのある行事は申し込みが必要です。

さくら児童館
☎65 ー 6191

白鳥児童館
☎66 ー 1036

栄南児童館
☎68 ー 6266

弥生児童館
☎65 ー 8107

大藤児童館
☎68 ー 4101

東部児童館
☎52 ー 4611

2月21日（土）
13：30～15：30

2月7日（土）
14：00～16：00

2月16日（月）
16：00～16：45

2月14日（土）
14：00～16：00

2月18日（水）
16：00～17：00

3月7日（土）
14：00～16：00

2月21日（土）
14：00～16：00

2月21日（土）
14：00～16：00

2月9日（月）～
14日（土）

日時は申込時に
要相談
定員15人

2月9日（月）～
14日（土）
定員になり
次第終了
定員20人

2月14日（土）
21日（土）
各13：30～
定員14人

2月9日（月）～
14日（土）

日時は申込時に
要相談
定員15人

2月7日（土）～
14日（土）

日時は申込時に
要相談
定員15人

2月7日（土）～
14日（土）

日時は申込時に
要相談
定員20人

2月28日（土） 2月21日（土）

卓球をしよう
（小学生対象）

将棋をしよう
（小学生対象）

卓球大会

★ひな人形を作ろう
（小学生対象）

★各児童館共通　休 館  日　日曜日・祝日　 開館時間　9:30 ～ 17:00（3 月から 9:30 ～ 18:00）
11 月 1 日から 2 月末日までの間は、閉館時間が 17:00 になります。  　　

親子でヨガ体操 親子で運動遊び
★じどうかんであそぼう

（1 歳児～
未就学児対象）

10：30 ～ 11：00
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～子どもは地域で育てるもの～

子育て 応応 団団援援子育て 応応 団団援援

沐浴

一緒に遊べる
おもちゃ作り

ファミリー・サポート・センター（通称ふぁみさぽ）は、子育てで困ったときに近所同士でお互いの家族を助
け合っていた「昔ながらの助け合い」を組織化し、利用会員（支援を受けたい人）と協力会員（支援できる人）をつ
ないで子育ての応援をしています。
協力会員は、子どもの預かりや送迎の「基本事業」や「産前・産後サポート事業」「病児・病後児保育事業」の援助

において必要な講習を繰り返し受講するなどして、スキルアップに努めています。こうした協力会員の努力の下
で「いつでもどうぞ」と援助をしていただけることが、利用会員の「いざ」というときにつながっているのです。
ふぁみさぽは、これからも切れ目のない安心して子育てができる地域づくりを応援していきます。

子どもにとって
危険な場所は？

救急救命法は繰り返し
学ぶことが大切です！

楽しいな

気持ちいいね♪
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